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   Ossification and calcification were observed respectively in the pyelonephritic ontracted 
kidney of a 57-year-old man and in the left kidney of an 18-year-old boy where papillary 
tumor of the renal pelvis was present. 
   This ossification is thoughtnot to be a tumor lesion, but to be resulted from metaplasia 
of connective tissue beneath the nephritic mucous membrane. The mechanism is not known, 
and as compared with the renal parenchyma, the renal pelvis was considered to show a 
relative increase in blood supply.
1.緒 言
異所性 の骨形 成は,殆 ん ど全 ての臓器,眼,
腎,筋,心 弁膜,心 筋,大 動脈,肺,肋 膜 等に
生ずることが知 られてい るが1》.極めて稀 れな
もの とされている.
最近,わ れわれは,腎 に骨形成 をみた興味 あ












現症:体 格,栄 養良,顔面,下 肢に浮腫 を 認 め な
い.胸部は理学的に異常な く,腹部では肝,脾 を触れ











灰化像あ り,経静脈性腎孟撮影にて,右 腎孟,尿 管は
正常であるが,左 腎孟の影像は認められない,逆行性
腎孟撮影にて(2図),右 腎孟,尿 管は正常,後 腹膜
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腔気体撮影にて(3図),右 腎はやや 腫大 している
が,癒 着その他の病的変化を思わせるものは認められ







検 査 成 績:
雍 薮:赤 姦 球 撫47万,壷 色 素 量14.Cg/dl,
白 血 球数5,700,F.1.≒1.04
白 血球 百 分 率 正常,赤 沈30/6,1013.
WaR陰 性,血 圧140～85.
搬 潰 電解 質:Na132,K4.7,C1193,C3
4.6各mEq/1).Mg2.1,P3.75(各mg/d1)
群 機 能 検 査:BSP3§'5%,45'§%.
硫 酸1鉛 潤 濁反 応11unit,血清 高 田 反応 陰 性.
尿:蛋 白(±),糖(一)雰 ウ μ ビ リノ ーゲ ソ(一),
沈 漬 ・赤 血 球1/数,白 血 球1～2/数,扁 平 上 皮1～
2/数 門柱(一),緬 菌(一 〉
腎機 能 検 査=PSP15'27.5%,30'19%,1。16.5%。2。
9%,言十72%.
NP醤27.3mg/dl,水試 験 正常.
自律 神経 機 倉旨検 査:adrenalin(十),pilocarl)in(十)
atropin(十).
Thorn氏試 験,好 酸 球 降 下率80%.
3?KS21・6mg/d}・垂圭溝酸 フtス フ ァ ターEC .2URk
以 上か ら左 腎 の変 化 は,発 育 不 全 腎 の石 灰 化 と考 え
て手 衛 を 行 つた,
手 術=腰 部斜 切 開 に て,後 腹腔 に入 り,Gerotaの
筋 膜 を胴 く と腎 と思 われ る もの は 小 晃手 拳 大 で,後 腹
壁 と固 く癒 着 してい た.こ れ を 周 囲か ら剥 離 し,尿 管


























現病歴=昭 和33年夏頃,体 動時,背 部に痙痛を自覚
したことがあるが救置 しておいて治癒した.昭秘6年





影を挺摘され,嚢 科に紹介 された.排 尿癬,尿 線中
絶,尿 意頻数等はなかつた.
家族歴:特 記するものなし.
i曳症:体 格,栄 養申等度,胸 部内景江理学的に異常
な く,両腎共に触知されるが,姦 腎では圧痛が強い.






るが,青 鱗瀧 試験ほ,叢 騰初癸3s19t',濃青3t45,s,
左側初発7'50",20'観察 したが濃染しなかつた.




























































臨床上,骨 形成 腎に固有 の症状 はな く,多 く
は先行す る腎疾患 のの症状 にか くされ るか,或
は併発 した炎症 々状 が前景 に立 つ。診断上,レ
線所見 が 骨 形成 を 示唆す る ことが ある.及 川
ら2)は.一般 に骨形 成の レ線 像を,奇 形 腫の場
合骨或 は歯組織 陰影 であ り,腫 瘍 の場 合禰 慢
性,嚢 腫 の場 合蜜蜂 巣状,骨 腫の場 合辺縁平滑
の陰影,外 傷 の場合散 在性で不規則,血 管性の
場合血管 に沿 う陰影,炎 症の場 合不定の陰影 で
ある とい う













等 をあげ,最 近 では内服錠 に よる陰影 に対 して
も注意 を喚起 してい る4).
これ らの病変 と骨形成腎 とを レ線像だ けで鑑
別す るこ とは困難 な ことが多 く,そ の他 の泌尿
器科的検索 を併用 して も,骨 形成腎 の多 くに石
灰沈着が共存 する ことか ら,診 断 困難 な ことが
多い.こ のよ うな とぎには摘 出腎の組織学 的検
査 に よらね ば診断 され ない.
骨形成 のみ られた腎 の病 変 として,Wiede-
merら5}は,aplastic,polycystic,solitary
cystic,hydronephrotic,neoplastickidneyを
あげ て居 り,ま た志田6}はtraumaによるもの
を数 えている.
第1例 は,左 尿 管 口は陥 凹のみで,尿 管 カテ
ーテル の挿入 は全 く不能 であ り,左 腎動 脈 も描
出 され ない ことか ら発育不全 腎の石灰化を考 え
て手術 したが,摘 出腎 の組織所 見は,腎 孟腎炎
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あ る.
一般に異所 性の骨形成 と石灰沈着 と の 関 係
は,古 くか ら注 目され てい るが,尚 明 らか でな
い,Hellstrom7)は腎結石 のある患者 の腎孟粘
膜直下 に骨形成の あつた例を報告 し,石 灰沈着
の ある腎 では屡 々骨形成 があ るといい,Asami
&DockS,は,腎 皮質に起 つた石灰 巣或 は壊死
巣 が骨形成 と関係 あることを述べ ている.こ れ
に反 してConstance9)は,石灰 塩の局所 蓄積は
骨形成 に対 して根本的 でない とい う.Goldste-
in&Abeshouselo)は,壊死 或は損傷 のあ る
組織が細菌感染 してい るとか,又 細 菌惑染が な
くても長 く吸収 されないでい るとカル シウム塩
の沈着 を来た し,一 方 骨形成 をみる とし,金 子
らω は,腎 実質が全 く石灰化 お よび化骨 した陳
旧性腎水腫を報告 して,石 灰化 に関 し同様 な分
析 を行つ てい る.
何れ にしろ第1例 は,腎 孟 腎炎性 病変 が先行
して二次的 に石灰化 と骨化を来た した もので あ
ろ う.
第2例 は,血 尿 を主訴 とす る比較 的若年者 で
あ り,左 腎部 に結石様陰影を認めたので,左 腎
孟結石 を考 えて手術 した ところ,腎 孟腫 瘍の石
灰化 と骨形成 を認めた ものであ る.
北川 ら12,は,腎孟腫 瘍に石灰沈着 と骨形成 を
認 めた28才男子の例を報告 し,腎 腫瘍 のため尿
の停滞 を来た し,二 次的に石灰沈着 を起 し,次
で これ に感染が加わ り腎膿瘍 を来 た し た も の
か,或 は石灰沈着が癌 発生 の原 因であるか,ま
たは石灰沈着 とこれに よる腎膿瘍 の両者 が慢性
の刺戟 となり腫瘍の悪性変 化を起 した と考 え る
べ きか,は た また腫瘍 の壊 死部が石灰化 し,次
いで一部化骨 した もの とす るのが良いか,明 ら
かに出来 なかつた とい う.
腎腫瘍 におけ る結石 の合併 を,佐 谷,山 本13)
は574例の腎腫瘍中20例3.5%に認 め,O℃onor14)
は,上 部尿路の乳頭状腫瘍 は贋 々結 石 と慢性 炎
症 を合併す るといい,Mishalany&Gilbertlb)
は,腎 腫瘍におけ る石灰沈 着は約15%にみ られ
る という.Cahill&Melicow1G》は,118例の
腎腫瘍中14例に レ線学的に石灰沈着 を 認 め た
が,こ れ は全 て腎実質腫瘍であつて,あ る症例
では明 らか に腫瘍 内の出血 と壊死巣 に続発して
いた といい,腎 孟腫 瘍の症例 では,腎 孟内に結
石 のあつた ものはあ るが,腫 瘍 それ 自身に石灰
沈着 のあつた ものは な く,ま た石灰化 のある腎
腫瘍 の予後が良 い とい うBraasch&Gi缶nの
報告 に対 して,石 灰 化の あつ た もののうち,実
際 に手術 した12例の予 後につ いて調査 し,2年
間生存 していた ものは1例 しか いなかつたとこ
ろか ら,石 灰 化 のある腎 腫瘍 の予後は良 くない
と述べ ている.
Melicow17)は,腎孟 の非乳頭状腫瘍は比較
的高 令者 に多 く,乳 頭状腫瘍 よりも石灰沈着が
多 い とい う.Young&Demingls)は,腫瘍に
おけ る石灰沈 着は,通 常緩徐 に発育す る腫瘍に
見 出 され る故,転 移 の機会 が多 くなり,予 後が
悪 くなる とい う.著 者等 の第2例 では,腫 瘍は
比較的緩徐 に発育 してい たのか も知れ ない.
子宮,前 立腺,膀 胱,肺,胃,腸 等 の癌の間
質 に骨組織 の出現をみ る ことは,屡 々報告 され
てい るが,腫 瘍 のあ る場合 の骨形成 は,古 くは
腫瘍細胞 が直接骨組 織を作 る と考 え られ て居
り,そ の後Broders19〕らも同様 の見解を とつ
てい る.Batts20)は,これ と異 な り腫瘍細胞が
骨を形成 す るのではな く,腫 瘍細胞 の間質の変
性 が主体 を なす と述べ てお り,ま た宮入2Dは,
異所 的骨 形成 の場合線維 芽細胞間 に先ず硝子様
物 質の沈 着が起 こり,こ れが次第に増加 して骨
基 質 となり,一 方線維 芽細胞 は造骨細胞の形態
を とることが少 くない とし,新 井 は22》,造骨細
胞 の役割 りは骨基 質の産生 という よりも,む し
ろ骨組織 形成維持 に関 係 してい るとい う.B6-
hmig23)は,腫瘍 の問 質をOrganstroma,Um-
gebungstroma,Eigenstromaに区別 している.
通常 は このEigenstrOlnaに骨組織 の新生をみ
るわけで,こ の成 り立 ちにつ いてはなお不明で
あ るが,小 林 は24,,腫瘍の固有間質が腫瘍細胞
の組 織誘導効果 に より受けた形態 的修飾である
と説 明 してい る.
ただ この第2例 にみ られた ものは,固 有間質
に骨形成 が発 生 した ものではな く,腫 瘍 とは明
らかに区 別 され る腎孟粘膜下 結合織 の部に存 し
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ている.即 ち,腫 瘍 のUmgebungstromaにみ
られたものである.
第1例 お よび第2例 共 に腎孟 お よび腎孟 粘膜
に接して骨形成 がみ られ てい るが,腎 実質特に
皮質に迄及んでいる ことはな く.ま た骨形成部
に直接腫瘍細胞 が関与 してい る所 見 もない.一
般に腎の異所性骨形成 は,種 々の原因 に よる化
生により生ず る場合 と,骨 奇形 腫,良 性骨腫,
骨肉腫等の腫瘍性変化 に より生ず るもの とがあ
る.Willis25}は,奇形腫等 の腫 瘍性 病変 の腫
瘍としての本質的 な特徴 は,成 熟す るまでの全
ての段階,即 ち,胎 生時 か ら更に分化 した組織
迄の混合お よび永続 する異常 の発育 と新 しい組
織の獲得であ るとい う.
これ らの ことか ら,こ こにみ られた骨形成 は
化生に より腎孟粘膜下結合織 に発生 したもの と
考えられ る.し か しこの化生 が如何 なる機転 で
生じた ものかは,判 然 としない,
第1例 では,腎 実質 が萎縮性 となつ ている こ
とから,当 然腎実質 の血 流量 の減少 している こ
とが考え られ る.た だSheehan&Davis26)に
よれば,腎 実 質の血流 が遮断 された と して も,
腎孟粘膜を栄養 する血管 は側 副循 環に よ り入 る
という.第2例 では,腎 孟腫 瘍のため腎孟 にお
げる血流は,腎 実質 よりも相対 的 に増加 してい
る筈である.従 つ て腎孟 と腎 実質 との血流量 の
相違が生 じた ことが考 え られ るが,異 所性骨形
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